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激により誘発される嚇下，咳， gagging の各反射が両側 SLN内枝の切断により消失することから，こ
れらの反射の求心路は SLN 内枝であることを確認した。
SLN 内枝の活動は，機械的刺激直後約 1 秒間に現れる一過性反応相と，それに続く持続性反応相と
から成っていた。-過性反応相の反応量は，刺激圧の増加と共に急激に増加し，咳のほぼ平均闇値庄
でプラトーに達した。これに対し持続性反応相の反応量は，刺激圧の増加に伴って緩やかに増加し続






以上の結果より，喉頭部刺激により誘発される gagging には， B タイプの反応を示す受容器がより
強く関与していることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は Gagging の神経生理学的機序を除脳ネコを用いて分析したものである。反射誘発部位，誘
発闘値及び反射に関与する求心性情報の性質などを明らかにした。特に上喉頭神経内枝がこの反射の
求心路であり， これに含まれる神経高島椎の中で，喉頭に与えた刺激に対し持続性反応を示す産品も維を介
する情報がgagging 誘発に主動的役割をはたしていることを明らかにした。
この点，この論文は神経生理学的に極めて価値ある業績として評価できる。よって本研究者は歯学
博士の学位をうる資格があると認める。
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